
北
ダ
ム
下
雪
。
星
区
間
漁
解
禁
の
Ⅲ
園
か
ら
弛

延
璽
岨
の
北
川
蕊
需
同
に
は
ア
ユ
が
大
き
く
育
つ
環
県
の
委
誘
》
迩
碧
で
あ
る
エ
務
課
土
木
施
設
班
の
詫
蕉

組
合
婁
瀬
一
己
組
合
長
）
境
が
あ
る
。
ぜ
ひ
〃
尺
ァ
宮
崎
市
高
岡
町
の
忠
豊
魚
祐
一
一
一
主
議
逓
元
に
ぁ
る

は
初
の
》
識
と
し
て
、
「
考
釣
１
〃
言
指
し
て
釣
り
を
楽
場
が
里
》
し
菱
、
塁
ほ
恵
ま
れ
た
黒
に
触
れ
合
つ

り
特
別
区
」
を
北
川
の
一
部
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
ど
に
成
長
し
た
ア
ユ
６
１
２
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

区
間
に
設
定
す
る
。
一
般
開
け
て
い
る
。

・
蓋
を
同
区
間
の
８
カ
所
に
放
北
川
漁
簿
』
こ
れ
ま
で
、

放
は
北
川
水
系
で
ア
ユ
漁
が
特
別
区
は
、
北
鯉
一
ム
下
流
し
た
。

「
套
な
ヤ
マ
メ
、
大
言

解
禁
と
な
る
今
月
叩
日
か
流
２
０
０
得
近
か
免
市
北
川
ダ
ム
で
穫
濡
霊
ア
ユ
の
釣
れ
る
北
川
を
皇

ら
。
長
瀬
組
合
長
は
「
北
川
町
堀
切
（
通
称
・
雲
）
ま
流
設
備
書
工
事
を
行
っ
て
そ
う
」
と
河
川
の
利
里
窪

…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
…
で
の
約
Ｓ
・
５
種
御
。
８
日
い
る
同
企
善
は
、
エ
事
で
の
在
り
方
を
塗
函
。
昨
年
２

解
禁
日
を
前
に
ア
ユ
を
放
流
に
は
、
北
川
漁
協
の
組
合
員
下
流
域
に
濁
水
が
放
出
さ
れ
月
に
は
同
区
間
内
に
「
ヤ
マ

す
る
北
川
漁
協
の
組
合
員
と
圭
舎
企
業
局
の
職
書
人
た
事
に
対
す
る
還
一
元
放
流
と
〆
の
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス

（
Ｓ
日
、
北
川
町
堀
切
）
が
参
加
し
て
ア
ユ
を
放
流
。
し
て
平
成
妬
年
か
ら
同
漁
協
区
」
を
設
け
る
な
ど
、
新
た

北川漁協

寅義蕊
全鍾垂

延岡

一ヘーグーヘ〆

る
。

特
別
区
の
設
置
に
つ
い

て
、
長
瀬
組
合
長
は
、
濁
る

の
は
大
き
い
ア
ユ
の
方
が
つ

れ
し
い
に
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
釣
り
人
に
喜
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

特
別
区
の
「
釣
り
誉
は
、

通
常
の
入
漁
券
と
は
別
料
金

で
事
前
購
入
が
必
要
。
料
金

は
年
間
７
○
○
○
円
、
工
日

券
Ｓ
５
Ｏ
Ｏ
円
。
特
別
区
の

年
間
釣
り
券
で
北
川
水
系
全

域
で
の
ア
ユ
漁
が
可
能
と
い

う
。
漁
期
は
９
月
即
日
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
北
川
漁
協

（
窓
延
岡
“
。
Ｓ
９
２
２
）
。

雲


